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されている（Hidaka et al. 2022）。以
上のような CO2 濃度分布特性を持つ
局所施用および全体施用について，両
施用区の施用濃度を 800ppm に揃え
て栽培試験を実施した結果，CO2 施
用による 5 月までの増収効果は全体
施用に比べて局所施用の方が 22% 高
くなった（図 -8）。さらに，4 月まで
の一作を通した灯油使用量について
は，局所施用の方が全体施用に比べて
27％の削減効果が確認された（図 -9）

（Hidaka et al. 2022）。現在は，スマー
ト農業実証プロジェクトにおいて，増
収・省エネの両立を目指して，当該技
術を生産者の現地圃場で実証試験中で
ある。なお，当該システムは安価な農
業資材で構成されていることから，生
産者による自家施工も可能である。現
在，これらの現地実証試験で得られた
成果のアウトリーチ活動を積極的に実
施しており，現地試験圃場近辺の地域
等で普及が進みつつある。また，自家
施工を行っている生産者の中には，さ
らに工夫して一つの局所 CO2 施用シ
ステムで複数のハウスに施用している
事例もある。このように，一般的に
1 ハウスあたり 1 台の導入を要する

CO2 発生機を局所施用にすることで，
複数ハウスを CO2 発生機 1 台で施用
可能になる点も当該技術のメリットで
ある。

おわりに

以上，イチゴの光合成の環境応答に
基づいて複合環境調節技術の制御ロ
ジックを提示し，これに多植栽培を組
合わせることで超多収生産を実生産規
模レベルで実証した。また，これらの
基礎となる光合成産物の転流動態を初
めて可視化することに成功した。現在，
さらなる増収を目指して光合成だけで
なく転流の促進にも着目した環境調節
技術の開発に取り組んでいる。さらに，
今後の施設園芸においては脱化石燃料
化が求められており，生産現場におけ
る持続的なイチゴ生産技術の構築に向
けて増収と CO2 排出抑制の両立を目
指した環境調節技術の開発に引き続き
取り組んでいく予定である。
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図 -7　全体施用および局所施用下でのCO2 濃度分布
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図-8　各CO2施用条件下における可販果収量

図-9　各CO2施用条件下における灯油使用量
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はじめに

2022（令和 4）年 3 月に，除草剤
耐性を持つてんさい品種が初めて北海
道優良品種に認定され，対象となる新
規除草剤も同時期に農薬登録された。
これらを用いたてんさいの新除草体系
は，現状の除草体系を大幅に省力化で
きる可能性がある。ここでは，まず現
状の除草体系の概要を説明した上で，
その問題点を示した。さらに，新除草

体系の概要について説明し，その意義
と問題点についてまとめた。

1. てんさいの除草体系

てんさいの現状の除草体系は，除草
剤処理が中心である。主力の除草剤
は，てんさいに適応した選択性を持つ
広葉雑草用のフェンメディファム（ベ
タナール乳剤など），レナシル・PAC（レ
ナパック水和剤），メタミトロン（ハー
ブラック WDG など）の３剤である（表

-1）。フェンメディファムは茎葉処理
剤で，レナシル・PAC とメタミトロ
ンは土壌処理効果も併せ持つ茎葉処理
剤である（梶山 2009）。なお，それ
ぞれの剤の効果は，雑草種によって異
なる。フェンメディファムはシロザへ
の効果が高く，レナシル・PAC はタ
ニソバやイヌタデへの効果が高い。ま
たイガホビユやイヌホオズキの防除に
はメタミトロンが不可欠である（石川 
2014）。そのため，処理時の殺草スペ
クトルを拡げるために，生産現場では，

除草剤耐性てんさいを用いた
新除草体系

表 -1　てんさいの主力広葉雑草用除草剤の特徴

使用時期
10a当たり

使用量
使用時期

10a当たり

使用量

フェンメディファム ベタナール乳剤 茎葉処理 活着後 500～600mL 本葉2葉展開後 500～600mL シロザ

（雑草発生揃期） （雑草発生揃期）

子葉展開期～

本葉抽出期
150～200mL

（雑草発生揃期）

ビートアップフロアブル 茎葉処理 活着後 400～600mL 本葉2葉展開後 400～600mL

（雑草発生揃期） （雑草発生揃期）

子葉展開期～

本葉抽出期
200～350mL

（雑草発生揃期）

レナシル・PAC レナパック水和剤
茎葉処理・

土壌処理
活着後 200～300g 本葉2葉展開後 200g

タニソバ，

イヌタデ

（雑草発生始期） （雑草発生始期）

メタミトロン ハーブラックWDG
茎葉処理・

土壌処理
活着後 400～600g 本葉2葉展開後 250～350g

イガホビユ，

イヌホオズキ

（雑草発生始期〜発生揃期）
（雑草発生始期～

発生揃期）

子葉展開期～

本葉抽出期
250～350g

（雑草発生始期～

発生揃期）

注1）「令和4年度　北海道　農作物病害虫・雑草防除ガイド」（北海道農政部）に基づいて作成。使用時期「中耕後」の項目は省略した。

   2）効果の高い雑草種は，（石川　2014）から引用。

移植栽培 直播栽培

表-1　てんさいの主力広葉雑草用除草剤の特徴

有効成分名 農薬の名称 効果
効果の高い

雑草種
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これらの剤を現地混用で用いることが
多い。現地混用する場合は，てんさい
への薬害を防ぐために，経験的に薬量
を最大使用量の半量とすることが多
い。また，イヌビエなどのイネ科雑草
の発生が多い圃場では，イネ科雑草用
の除草剤も混用されることがある（石
川 2014）。

レナシル・PAC やメタミトロンは，
土壌処理効果を持つものの，その残効
期間はそれほど長くなく数週間程度
である。そのため，雑草が生え揃う 5
月下旬から，てんさいの地上部が圃場
表面を覆う７月中旬以降までの期間
に，数週間ごとに 2 〜 3 回程度これ
らの剤を処理する必要がある。また雑
草が大きくなりすぎると効果が劣る

（北海道農政部　2022）ので，適期処
理が必要とされる。

直播栽培においては，子葉展開期か
ら本葉抽出期には薬害による生育遅延等
が発生する恐れがあるので，雑草発生が
早い場合には，フェンメディファムある
いはメタミトロンを，薬害が発生しにく
い通常より低い濃度で処理することにな
る。本葉 2 葉期以降は，移植栽培とほ
ぼ同様に主力 3 剤を処理できるが，メ
タミトロンについては，薬害が発生しや
すいため，使用量が移植栽培よりも低く
設定されている（表 -1）。

その他に，カルチベーターを使った
中耕作業も，除草目的として除草剤処
理と組み合わせて行われることが多
い。また，残草の量に応じて手取り除
草が行われる。

2. てんさいの除草体系の
問題点

以上のようなことから，現状の除草
体系には，いくつか問題点が存在する

（表-2）。①主力3剤は残効期間が短く，
複数回の処理が必要となり，作業量が
多くなる一方で，他作物との作業競合
等もあって適期処理が難しい。また，
②てんさいの除草剤には混合剤も一部
存在するものの，除草剤処理作業にお
いて，2 から 4 剤が現地混用されるこ
とが多く，作業が煩雑となる。混用し
ても殺草スペクトルは完全ではなく，
ツユクサやイチビなどの難防除雑草は
残りやすい。さらに，③直播栽培では，
初期生育量が少なく，出芽直後から十
分な除草剤処理ができないので，雑草
と競合しやすく，移植栽培より適期処
理が難しい。そのため，処理が遅れ気
味となり，最終的には手取り除草の回
数や時間が移植栽培よりも多くなる傾
向があり，労力がかさむ。

もし，現状の除草体系に以下のよう
な改善がなされれば，上記の問題点を
解消できると考えられる。①除草剤
に 2 か月程度の長さの残効期間があ
れば，雑草発生期からてんさいの地上
部が地面を被覆する 7 月中旬以降ま
でに，除草剤処理を 1 回のみで終わ
らせることができる。また，②主力 3
剤を超える幅広い殺草スペクトルを 1
剤で実現できれば，除草剤処理作業時
に現地混用する必要がなくなる。さら
に③直播栽培において，てんさいの出

芽直後の処理でも薬害が発生しないよ
うな除草体系が実現できればよい。

3. 新 品 種「KWS 8K879」
を用いた新除草体系について

2022（令和 4）年 3 月に，てんさ
い「KWS 8K879」が北海道優良品種
に認定された。この品種は除草効果の
極めて高い新規除草剤に耐性を持つ。
この除草剤耐性品種と新規剤を組み合
わせた除草体系は，現状の除草体系の
問題点を解消できる可能性があると考
えられる。以下は，この新除草体系に
ついて説明する。

（1）「KWS 8K879」の育成経過
と対象除草剤について

「KWS 8K879」 は， ド イ ツ の
KWS 種子株式会社（以下 KWS）が
育成し，日本甜菜製糖株式会社（以下
日甜）が輸入したてんさい品種で，ド
イツのバイエルクロップサイエンス株
式会社（以下バイエル）が開発した新
ALS（アセト乳酸合成酵素）阻害型除
草剤「チエンカルバゾンメチル ･ ホラ
ムスルフロン水和剤（農薬名：コンビ
ソ OD）」（以下コンビソ OD）に耐性
を持つ。

除草剤「コンビソ OD」の有効成分
のうち「ホラムスルフロン」は主に茎
葉処理効果を持ち，「チエンカルバゾ
ンメチル」は茎葉処理効果と土壌処理
効果を併せ持つ。この 2 成分を混合
することにより，ヨーロッパで行わ
れた試験では，「コンビソ OD」はす

表 -2　てんさい除草体系の問題点

問題点 内容 作業への影響

① 除草剤の残効期間 短く，複数回処理が必要 作業量多，他作物との作業競合

② 除草剤の混用 2～4剤を現地混用 作業が煩雑

③ 直播栽培 出芽直後からの十分な除草剤処理が不可 適期防除が難しく，労力がかさむ

表-2　てんさい除草体系の問題点
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べてのイネ科と広葉の雑草種に極めて
高い除草効果を持つことが示された

（Hain and Holtschulte  2014）。 な
お「コンビソ OD」は，本邦では令和
4 年 3 月に，同剤耐性てんさいを対象
に農薬登録された。

また，「KWS 8K879」の除草剤耐
性は，遺伝子組換えではなく，細胞培
養技術によって作出されたもので，バ
イエルと KWS の共同研究によって開
発された。育成方法は，以下の通りで
ある（Hain and Holtschulte  2014）。
まず，てんさい植物体の組織から，脱
分化した細胞を誘導し，対象除草剤の
有効成分を含んだ培地で培養する。す
ると，極めて低い確率ではあるものの，
除草剤に耐性を持つ細胞が選抜され
る。その細胞から植物体を再生させる
と，除草剤耐性遺伝子を持ったてんさ
いが得られる。この間の過程が細胞培

養技術である。今回の ALS 阻害型除
草剤耐性てんさいの場合は，約 15 億
個の細胞から 1 細胞が選抜された。

このようにして作出されたてんさ
いの ALS 阻害型除草剤耐性遺伝子は，
てんさいの ALS 遺伝子が自然突然変
異を起こしたものである。ALS 遺伝
子は，必須アミノ酸であるロイシン
やバリン等の分岐鎖アミノ酸の元と
なるアセト乳酸を合成する ALS 酵素
をコードしており，ALS 阻害型除草
剤は，その有効成分がこの ALS 酵素
に結合して酵素機能を阻害すること
によって機能している。しかし，ALS
遺伝子塩基配列の一部が変化すること
で，ALS 酵素が，除草剤の有効成分
が結合できない形状に変化し，その結
果，除草剤耐性を獲得する。この突然
変異は，ALS 遺伝子塩基配列のうち 1
か所のみで生じており，その他はもと

もとの塩基配列と同じである。
このようにして得られた ALS 阻害

型除草剤耐性遺伝子を，農業形質の優
れた親系統に，一般的な育種方法であ
る戻し交配育種によって導入していく
ことで，「KWS 8K879」が育成された。

海外では，除草剤耐性てんさいとし
て，「グリホサート（農薬名「ラウン
ドアップ」）」耐性てんさいが広く栽培
されている。これは，細菌由来の「グ
リホサート」耐性遺伝子を導入した
遺伝子組み換え作物である（OECD 
Environment Drectorate 1999）。現
在，遺伝子組み換え作物は，農林水産
省等において，「カルタヘナ法」等に
基づき生物多様性への影響や食品とし
ての安全性等を評価した上で，問題の
ないものが承認され，国段階では一般
栽培可能となる ( 農林水産省 2022)。
さらに，北海道で観賞用等以外の遺伝

表 -3　新除草体系の実証試験結果 1),2)

残草重量 糖量 糖量慣行

(kg/㎡) （kg/10a）
除草体系比

（％）

A市 KWS 8K879 「コンビソOD」区3) 1回 0 0 0 - -

カーベ2K314 慣行区4) 3回 0.57 16 25 - -

無除草区 なし 3.63 100 なし - -

B市 KWS 8K879 「コンビソOD」区3) 1回 0 0 0 842 97

カーベ2K314 慣行区4) 3回 0.05 1 10 867 100

無除草区 なし 6.03 100 なし - -

北見農試 KWS 8K879 「コンビソOD」区3) 1回 0 0 0 1,099 90

カーベ2K314 慣行区4) 2回 0.03 1 4 1,217 100

無除草区 なし 2.69 100 なし 195 16

表-3　新除草体系の実証試験結果1),2)

注1） 令和3年実施。直播栽培3反復乱塊法。カルチ無施工。A市，B市は日甜の普及見込み地域の雑草多発生圃場。北見農試を含めて雑草の種

子を播種し試験。

注2） 播種期は，5月上旬から中旬。収穫期は9月中旬から10月上旬。

イネ科，シロザ，タデ科，

イヌガラシ，イヌホオズキ

イネ科，シロザ，タデ科，

スカシタゴボウ，イヌホオ

ズキ

イネ科，シロザ，タデ科，

ハコベ，スカシタゴボウ，

イヌホオズキ，イガホビユ

除草剤

処理

回数

手取除草

時間

（分/10㎡）

試験地 処理区5)

残草量6) 収量7)

無除草

区比(%)

系統，

品種名

無除草区の

主な雑草種

注4）慣行区の除草剤使用量：A市，B市　1回目　フェンメディファム＋メタミトロン＋クレトジム（10a当たり300mL＋200g＋75ｍL 水量80L） 2,3回目

フェンメディファム＋メタミトロン＋レナシルPAC（10a当たり300mL＋200g＋150g 水量80L）。北見農試　1回目　フェンメディファム＋レナシルPAC＋キ

ザロホップエチル（10a当たり300mL＋150g＋200ｍL 水量100L） 2回目　フェンメディファム＋メタミトロン＋セトキシジム（10a当たり300mL＋300g＋

150ｍL 水量100L） （フェンメディファムはすべてベタナール乳剤）

注5） 除草剤処理時期は，「コンビソOD」および慣行１回目が5月下旬から6月初め（てんさい本葉２葉期），2回目が6月下旬，３回目が7月上旬。

注6）　残草調査は，７月下旬。また，慣行除草体系の残草重量は，残草調査前後に４回行った手取り除草時の合計。

注7） A市は苗立ち枯れ病が多発し，欠株が多かったため，収量データは省略した。

注3）「コンビソOD 」区の除草剤使用量:　100ml/10a水量50L/10a。

注 1） 令和 3 年実施。直播栽培 3 反復乱塊法。カルチ無施工。A 市，B 市は日甜の普及見込み地域の雑草多発生圃場。北見農試を含めて雑草の種　　
子を播種し試験。          

注 2） 播種期は，5 月上旬から中旬。収穫期は 9 月中旬から 10 月上旬。         
注 3）「コンビソ OD 」区の除草剤使用量 :　100ml/10a 水量 50L/10a。        
注 4）慣行区の除草剤使用量：A 市，B 市　1 回目　フェンメディファム＋メタミトロン＋クレトジム（10a 当たり 300mL ＋ 200g ＋ 75 ｍ L 水量

80L） 2,3 回目　フェンメディファム＋メタミトロン＋レナシル PAC（10a 当たり 300mL ＋ 200g ＋ 150g 水量 80L）。北見農試　1 回目　フェ
ンメディファム＋レナシル PAC ＋キザロホップエチル（10a 当たり 300mL ＋ 150g ＋ 200 ｍ L 水量 100L） 2 回目　フェンメディファム＋メ
タミトロン＋セトキシジム（10a 当たり 300mL ＋ 300g ＋ 150 ｍ L 水量 100L） （フェンメディファムはすべてベタナール乳剤）

注 5） 除草剤処理時期は，「コンビソ OD」および慣行１回目が 5 月下旬から 6 月初め（てんさい本葉２葉期），2 回目が 6 月下旬，３回目が 7 月上旬。
注 6）残草調査は，７月下旬。また，慣行除草体系の残草重量は，残草調査前後に４回行った手取り除草時の合計。    
注 7） A 市は苗立ち枯れ病が多発し，欠株が多かったため，収量データは省略した。



19014　植調　Vol.56, No.7　(2022)

子組み換え作物を一般栽培するために
は，国での承認後に，「北海道遺伝子
組み換え作物の栽培等による交雑等の
防止に関する条例」( 北海道　2005（第
4 次改正（2022））) に基づいた知事
の許可が必要となる。また許可申請に
当たっては，交雑混入防止処置等の提
出と栽培内容の説明会が必要とされ，
知事の許可に当たっては，北海道食の
安全・安心委員会の意見聴取が必要と
されている。一方で，「KWS 8K879」
のような細胞培養技術を用いて育成さ
れた品種は，一般栽培する上で，遺伝
子組み換え作物のような法律上の規定
はなく，一般的な交雑育種法で育成さ
れた作物と同様に栽培できる。

（2）北海道における新除草体系の
実証試験

「コンビソ OD」は，上述のような
優れた除草効果が海外で示されている
が，その他に，これまでの国内での除
草剤試験の知見から，土壌処理効果の
残効が極めて長く，処理条件さえ良好
であれば，１回処理のみで十分な効果
を上げることが可能になると推測され
た。そこで，「コンビソ OD」の優れ
た除草効果と長い残効期間を実証する
ために，全道 3 カ所の雑草多発圃場
において，移植栽培よりも雑草管理の
難しい直播栽培で，新除草体系での残
草および手取り除草時間を調査した。

「コンビソ OD」の処理回数は 1 回と

し，処理時期および使用量は，植物調
節剤協会（以下植調）の除草剤試験に
おいて最も効果が安定していた，広葉
雑草 1，2 葉期（てんさい本葉２葉期）
および 10a あたり薬量 100mL 水量
50L とした。また土壌の乾燥条件で
の処理を避けた（「コンビソ OD」区）。
さらに比較として，現状の除草体系に
ついても同様に調査した。試験区の条
件（薬剤の組み合わせや使用量，処理
回数等）は，それぞれの地域での慣行
法とし，品種は，日甜の主力品種であ
る「カーベ 2K314」とした（慣行区）。
その他に除草剤処理を行わない無除草
区を設けた。残草調査は，てんさいの
地上部が地面を覆う 7 月下旬に行った。

結果を表 -3，試験地の 1 つである
A 市圃場での 7 月中旬の様子を図 -1
に示す。各試験地の無除草区では，イ
ヌビエ等のイネ科雑草，シロザ，タデ
類，スカシタゴボウ，イヌホオズキ，
ハコベ，イガホビユ等の広葉雑草が 1
㎡あたり約2.6kg〜6kg発生した。「コ
ンビソ OD」区では，すべての試験地
で 7 月下旬の残草調査において残草
は認められず，その後の手取り除草も
必要なかった。一方，慣行区では，除
草剤を 2 〜 3 回処理した後でも 1㎡あ
たり約 30g 〜 570g の残草が認めら
れ，手取り除草もすべての試験地で必
要であった。このように，「コンビソ
OD」は高い除草効果を持つだけでな
く，7 月下旬までの約 2 か月の長い残

効期間を持ち，1 回処理のみで十分な
効果を上げることが実証された。なお，

「KWS 8K879」に対する「コンビソ
OD」の薬害は，確認されなかった。

（3）「KWS 8K879」を用いた新
除草体系の意義

上記の実証試験のように，「KWS 
8K879」を用いた新除草体系は，「コ
ンビソ OD」の高い除草効果と長い残
効期間により，1 回処理のみで十分な
効果を上げることが可能であることが
示された。そのため，現状の除草体系
のような複数回の処理が不要となる。
その上に，雑草が多発する圃場におい
ても，手取り除草を省略できる可能性
が高い。また，植調の除草剤試験では，
直播栽培のてんさい子葉展開直後処理
で薬害発生が観察しないことが確認さ
れており，本剤の直播栽培での使用時
期は，「（てんさい）子葉期以降」で登
録されている（表 -4）。そのため，直
播栽培においても子葉展開直後から通
常の濃度で処理することが可能で，現
状の除草体系における直播栽培での問
題点が解消される。さらに，この除草
剤のみで十分な殺草スペクトルを持つ
ことから，現地混用の煩雑さも省くこ
とができる。その上に，ツユクサやイ
チビのような難防除雑草についても，
日甜などの知見では十分な効果が得ら
れている。これらのことから，「KWS 
8K879」を用いた新除草体系を導入

図−1　実証試験圃場の様子（A市　令和３年７月12日）

写真　実証試験圃場の様子（A市　令和３年７月12日）

・無除草区で雑草多発によりてんさいが覆われる圃場において、慣行区ではかなり残草が認められるのに

対して、「コンビソOD」区では全く残草が認められなかった。

「コンビソOD」区（除草剤１回処理　品種「KWS8K879」)　　　　　慣行区（除草剤３回処理 品種「カーベ2K314」）
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することによって，現状の除草体系を
大幅に省力化できる可能性があると考
えられる。直播栽培は，育苗や移植作
業が不必要で大幅な省力化となるた
め，近年増加してきているが，除草作
業においては，移植栽培よりも労力が
かさむ傾向にある。そのため，新除草
体系は，特に直播栽培で有意義である
と考えられる。

（4）問題点

以上のように，「KWS 8K879」と「コ
ンビソ OD」による新除草体系は，除
草作業を大幅に省力化できるが，現状
では「KWS 8K879」の収量性に問題
を抱えている。全道で行われた現状の
除草体系における収量試験では，「カー
ベ 2K314」よりも糖量が 13％低かっ
た（表 -5）。しかし，3-（2）の表 -3
にあげた，直播栽培の雑草多発圃場に
おける実証試験の収量調査では，慣行
区の「カーベ 2K314」との糖量差が，
北見農試では 10％，さらに雑草量の

多い B 市では 3％に縮小していた。ま
た，この実証試験に基づいた経済性試
算では，北見農試の雑草発生レベル以
上の直播栽培圃場であれば，収穫物 1
ｔあたりの「KWS 8K879」の生産費
が，慣行区の「カーベ 2K314」の同
水準以下となった（データ省略）。こ
のように，「KWS 8K879」は収量性
が低いものの，雑草の発生量がある程
度多い直播栽培圃場であれば，十分な導
入効果があると考えられる。そのため，
新除草体系の普及にあたっては，雑草が
多発して管理が困難な直播栽培地域を中
心に導入されていく見込みである。今後
は，除草剤耐性てんさいの品種改良が収
量面でも進んでいくと考えられるので，
収量の問題は徐々に改善されていき，そ
れに伴って導入が可能となる場面も増え
てくると予想される。

「コンビソ OD」が属する ALS 阻
害型除草剤では，抵抗性雑草が発生し
やすいことが知られている。北海道の
畑作では，ALS 阻害型除草剤は種類

が少なく，抵抗性雑草もほとんど知ら
れていないが，稲作では，イヌホタル
イ，コナギなどいくつかの抵抗性雑草
の発生が問題となっている（内田・岩
上 2014）。稲作で抵抗性雑草が問題
となっている原因として，水稲は連作
されるため，ALS 阻害型除草剤が同
一圃場に毎年処理されることによっ
て，発生した抵抗性雑草が残りやすい
と推測される。しかし畑作では，稲作
のように連作が行われることは少な
く，小麦，てんさい，ばれいしょの３
輪作か，これに豆類を加えた４輪作が
基本的に行われている。そのため，も
しもてんさいの「コンビソ OD」処理
で抵抗性雑草が発生したとしても，そ
の他の輪作作物での別成分の除草剤の
処理によって，抵抗性雑草が淘汰され
る可能性が高いと考えられる。このよ
うに稲作よりも耐性雑草のリスクは低
いと考えられるものの，できる限り発
生を抑えなければならないので，「コ
ンビソ OD」の使用回数は，１回に制

表 -4　「コンビソ OD」の適用表

作物名 適⽤雑草名 使⽤時期 薬量 希釈⽔量
本剤の使
⽤回数

使⽤⽅法

チエンカルバ
ゾンメチルを
含む農薬の総
使⽤回数

ホラムスルフ
ロンを含む農
薬の総使⽤回

数
てんさい 1年⽣雑草 移植後 50〜100mL/10a 50L/10a 1回 雑草茎葉散布 1回 1回
（ALS阻害剤耐性） （雑草発⽣始期〜 または
（移植栽培） 広葉雑草4葉期） 全⾯散布

ただし，収穫90⽇前まで
てんさい 1年⽣雑草 ⼦葉期以降 50〜100mL/10a 50L/10a 1回 雑草茎葉散布 1回 1回
（ALS阻害剤耐性） （雑草発⽣始期〜 または
（直播栽培） 広葉雑草4葉期） 全⾯散布

ただし，収穫90⽇前まで
注）「農薬登録情報提供システム」（農林⽔産省）（https://pesticide.maff.go.jp/agricultural-chemicals/details/24624）より作成

表-4 「コンビソOD」の適⽤表

表 -5　「KWS 8K879」の収量性

根重 根中糖分 糖量

(t/10a) (%) (kg/10a) 根重 根中糖分 糖量

KWS 8K879 6.85 15.98 1,095 88 99 87

カーベ2K314 7.80 16.14 1,260 100 100 100

注2）除草作業は現状の除草体系。

品種名
「カーベ2K314」対比(%)

注1）全北海道の3か年（平成30年〜令和2年），延べ14か所平均。

表-5　「KWS 8K879」の収量性
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限されている（表 -4）。今後長く効果
を保ちながら，新除草体系を使用して
いくためには，この使用回数を厳守す
ることが重要である。

その他に，「コンビソ OD」には，
使用上でいくつか注意点がある。まず，
土壌処理効果が大きいが，土壌が乾燥
している状態で処理すると，上記のよ
うな高い除草効果を発揮できない。ま
た，雑草の葉齢が進んだ条件で処理し
ても（特にシロザ 5 葉期以降），残草
が目立つようになる。そのため，使用
時期は，広葉雑草 4 葉期までとなっ
ている（表 -4）。さらに，除草剤耐性
を持っていない一般のてんさい品種に
は薬害が強く，少量でも薬液が付着す
ると，枯死する。また，日甜による試
験では，他の作物に対しても，薬液の
飛散で激しい薬害が発生することが確
認されている。そのため，処理時には
ドリフトに十分に注意する必要がある。

まとめ

除草剤耐性てんさいと「コンビソ
OD」を用いた新除草体系は，現状の

てんさい除草体系の問題点を解消し，
除草作業を大幅に省力化できる可能性
がある。一方で，「コンビソ OD」は，
使用する上で多くの注意点があり，特
定の品種と除草剤を必ず組み合わせて
使用するという，今までにない体系で
あることから，除草剤の販売も含めて，
慎重に少しずつ普及されていく見込み
である。

北海道の畑作は，ますます効率化が
求められていく。そのような中で，今
後この新体系が必要とされる機会も増
えていくと考えられるので，これまで
にない高い効果を十分に生かしなが
ら，末長く北海道農業へ貢献していく
ことを期待している。
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